
　
市
は
、
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ

ク
ル
に
関
す
る
事
業
を
推
進
す
る
た

め
、『
伊
万
里
市
ご
み
対
策
協
議
会
』

の
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●

募
集
人
数
　
３
人
程
度

●

応
募
資
格
　
高
校
生
を
除
く
18
歳

以
上
の
市
民
で
、
ご
み
の
減
量
化

や
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
心
が
あ
る
人

●

任
　
期
　
２
年

●

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙

を
提
出

※
応
募
用
紙
は
環
境
課
に
あ
り
ま

す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●

募
集
期
限
　
４
月
28
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先

　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

i n f o r m a t i o n

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

安全・安心情報を手に入れよう

『防災ネット あんあん』

防災ネットあんあん
佐賀県情報QRコード

登録はこちら←

※ 携帯電話のバーコードリーダー機能で
撮影すると、簡単に登録サイトへ進む
ことができます。

『生活情報』の『光化学オキシダント・
PM2.5 情報』にチェックを入れてく
ださい。

▷防災ネットあんあん　http://esam.jp/

● 問合先　佐賀県政策部消防防災課
（☎０９５２㉕７０２６）

ご
み
対
策
協
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す↑リサイクル施設視察研修の様子（平成 28 年

11 月・江北町）

大
気
汚
染
物
質
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
春
か

ら
秋
ま
で
に
か
け
て
の
晴
れ
た
日

に
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
（
微
小
粒
子
状
物

質
）
は
冬
か
ら
春
ま
で
に
か
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
高
濃
度
に
な
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
大
気
汚
染
物
質
の
注

意
報
な
ど
に
関
す
る
情
報
は
、
県
・

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、伊
万
里
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
デ
ー
タ
放

送
、
西
海
テ
レ
ビ
の
Ｌ
字
放
送
、

各
町
公
民
館
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
情
報
を
入
手
し
て
適
切

に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

■
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

　
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は
、
自

動
車
の
排
気
ガ
ス
や
工
場
の
煙
な

ど
に
含
ま
れ
る
大
気
汚
染
物
質
が
、

太
陽
の
紫
外
線
を
受
け
て
化
学
反

応
を
起
こ
す
こ
と
で
発
生
す
る
物

質
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
濃
度
が
高
く
な
る
と
、
目
が
チ

カ
チ
カ
す
る
、
の
ど
が
痛
む
な
ど

の
健
康
被
害
が
み
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
濃
度
（
１
時
間
値
）
が
０
・
12

ｐ
ｐ
ｍ
以
上
に
な
り
、
気
象
条
件

か
ら
み
て
大
気
汚
染
の
状
況
が
継

続
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
注

意
報
を
発
令
し
ま
す
。

■
Ｐ
Ｍ
２
・
５（
微
小
粒
子
状
物
質
）

　
Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
は
、
粒
径
２
・
５

μマ
イ
ク
ロ

ｍメ
ー
ト
ル（
２
・
５
ｍ
ｍ
の
千
分
の
１
）

以
下
の
粒
子
状
物
質
で
す
。
粒
子

が
非
常
に
小
さ
く
肺
の
奥
深
く
ま

で
入
り
や
す
い
た
め
、
喘ぜ
ん
そ
く息
や
気

管
支
炎
な
ど
の
呼
吸
器
系
疾
患
へ

の
影
響
の
ほ
か
、
肺
が
ん
リ
ス
ク

の
上
昇
や
循
環
器
系
へ
の
影
響
も

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
濃
度
が

１
日
平
均
１
㎥
当
た
り
70
μマ
イ
ク
ロ

ｇグ
ラ
ム

（
国
の
暫
定
指
針
値
）
を
超
え
る
と

予
想
さ
れ
る
場
合
、
午
前
７
時
30

分
と
午
後
０
時
30
分
を
め
ど
に
注

意
喚
起
を
し
ま
す
。
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の

情
報
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
の

デ
ー
タ
放
送
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
注
意
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
ら

▽
外
出
を
控
え
、
屋
外
で
の
激
し

い
運
動
は
自
粛
し
ま
し
ょ
う
。

▽
屋
内
で
は
、
換
気
や
窓
の
開
閉

を
必
要
最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

●

応
募
・
問
合
先

　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
４
）
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市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ

る
市
政
の
実
現
を
め
ざ
し
、
市
役

所
や
各
町
公
民
館
、
市
民
図
書
館

に
『
伊
万
里
っ
子
ポ
ス
ト
』
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の

建
設
的
な
ご
意
見
、
ご
提
案
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
記
入
用
紙
は
伊
万
里
っ
子
ポ
ス

ト
横
に
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
メ
ー
ル
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

●

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　

　jo
u
h
o
u
@

city.im
ari.lg.jp

●

問
合
先

　
情
報
広
報
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

（
　
☎
㉓
２
１
３
３
）

インフォメーション

『
次
代
を
創
る
研
修
』
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

男
女
協
働
参
画
懇
話
会『
い
ま
り
プ
ラ
ザ
』
委
員
を

募
集
し
ま
す

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
の
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
地
域
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
を

養
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、『
全

国
地
域
づ
く
り
人
財
塾
』
へ
派
遣

し
ま
す
。
自
分
の
住
む
地
域
を
ど

う
に
か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
意

欲
の
あ
る
人
、
応
募
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

●

日
　
程
（
２
泊
３
日
）

　
５
月
10
日
（
水
）
～
12
日
（
金
）

●

場
　
所

　
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修

所
（
滋
賀
県
大
津
市
）

●

内
　
容

　
知
識
や
経
験
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を

生
か
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
づ
く
り
活
動
を
行
う
た
め
の

企
画
・
実
践
方
法
を
学
び
ま
す
。

●

参
加
料
・
旅
費

　
無
料
（
市
が
負
担
）

●

応
募
資
格

　
地
域
や
団
体
で
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
し
て
い
る
市
民

●

応
募
方
法

　
地
域
や
所
属
団
体
か
ら
の
推
薦

書
と
応
募
用
紙
、『
応
募
の
動

機
と
現
在
の
活
動
状
況
に
つ
い

て
』（
４
０
０
字
程
度
）
を
提
出

※
応
募
用
紙
な
ど
は
、
ま
ち
づ
く

り
課
、
各
町
公
民
館
、
市
民
図

書
館
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
に
あ
り
ま
す
。
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

募
集
人
数
　
２
人

※
市
で
選
考
後
、
通
知
し
ま
す
。

●

募
集
期
限

　
４
月
28
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先

　
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
（
　
☎
㉓
２
１
１
４
）

伊
万
里
っ
子
ポ
ス
ト
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い

　
男
女
協
働
参
画
社
会
の
実
現
と

『
す
べ
て
の
人
が
き
ら
め
く
ま
ち
』

を
目
指
し
、
一
緒
に
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

●

活
動
内
容

　
啓
発
イ
ベ
ン
ト
や
出
前
講
座
の

開
催
。
男
女
協
働
参
画
社
会
に

向
け
た
調
査
・
研
究
な
ど

●

活
動
回
数

　
月
１
回
程
度

※
会
議
は
主
に
平
日
の
夜
開
催

●

募
集
人
数

　
７
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
書
類
選
考

●

応
募
資
格

　
20
歳
以
上
の
市
民

●

委
員
の
任
期

　
２
年

●

応
募
方
法

　
応
募
用
紙
を
男
女
協
働
推
進
課

に
提
出

※
応
募
用
紙
は
、
男
女
協
働
推
進

課
、
各
町
公
民
館
、
市
民
図
書
館
、

市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
交
流
プ

ラ
ザ
に
あ
り
ま
す
。
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

●

募
集
期
限

　
４
月
20
日
（
木
）

●

応
募
・
問
合
先
　

　
〒
８
４
８
‐
８
５
０
１
　
伊
万

里
市
立
花
町
１
３
５
５
番
地
１

　
男
女
協
働
推
進
課

（
　
☎
㉓
２
１
１
５
）

●

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　

　d
an

jo
@

city.im
ari.lg.jp

伊
万
里
の
未
来
を

背
負
う
の
は
あ
な
た
で
す

↑
市
役
所
の
正
面
玄
関
横
に
設
置
し
て

い
る
伊
万
里
っ
子
ポ
ス
ト

↑男女協働参画に関する紙芝居による出前講座

↑男女協働参画の視点から防災学習会を開催
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インフォメーション

　
中
国
語
の
発
音

　
２
月
か
ら
、
私
が
講
師
を
務

め
る
初
級
中
国
語
講
座
が
始
ま

り
ま
し
た
。
受
講
者
の
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
、
楽
し
く
授
業
を

し
て
い
ま
す
。
塚
部
芳
和
市
長

も
受
講
者
の
一
人
で
す
。

　
講
座
の
中
で
、
受
講
者
か
ら
、

中
国
語
は
発
音
が
と
て
も
難
し

い
と
よ
く
聞
き
ま
す
。
私
も
そ

う
思
い
ま
す
。
中
国
語
の
発
音

は
、
日
本
語
に
は
な
い
発
音
も

あ
り
、
中
国
語
の
難
し
さ
は
こ

の
点
に
あ
り
ま
す
。
中
国
語
と

日
本
語
は
、
ど
ち
ら
も
漢
字
を

使
う
た
め
、
文
字
は
似
て
い
ま

す
が
、
発
音
は
似
て
い
な
い
の

で
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
発
音

が
最
大
の
壁
と
い
え
ま
す
。
中

国
で
も
、
方
言
が
多
く
、
各
地

域
に
よ
っ
て
言
葉
が
全
く
異
な

る
場
合
が
あ
る
の
で
、
小
学
校

で
標
準
語
の
基
本
と
な
る
発
音

を
勉
強
し
ま
す
。
子
ど
も
の
頃

は
、
耳
で
聞
い
て
、
他
の
人
の

発
音
を
模
倣
し
て
覚
え
ま
す

が
、
大
人
に
な
っ
て
外
国
語
を

勉
強
す
る
と
き
は
、
自
分
の
国

の
文
字
で
、
外
国
語
の
発
音
を

表
記
し
よ
う
と
す
る
場
合
が
多

い
で
す
。

　
し
か
し
、
ほ
か
の
国
の
言
葉

に
は
、
自
分
の
国
に
は
な
い
発

音
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
中

国
語
の
発
音
に
、
日
本
語
で
当

て
は
ま
る
発
音
が
な
い
よ
う
な

場
合
、
カ
タ
カ
ナ
だ
け
で
中
国

語
を
表
記
す
る
の
は
難
し
く
、

そ
の
ま
ま
発
音
し
て
も
、
日
本

語
的
な
発
音
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
そ
れ
で
は
ど
う
や
っ
て
勉
強

す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

一
番
は
、そ
の
国
の
発
音
を
し
っ

か
り
学
ぶ
こ
と
で
す
が
、
慣
れ

る
ま
で
は
、
教
科
書
に
中
国
語
、

英
語
、
日
本
語
な
ど
の
文
字
で

似
通
っ
て
い
る
発
音
を
表
記
し

ま
す
。
そ
し
て
後
か
ら
中
国
語

の
発
音
練
習
を
す
る
の
も
、
一

つ
の
い
い
勉
強
方
法
だ
と
思
い

ま
す
。
伊
万
里
市
は
今
年
、
友

好
交
流
都
市
で
あ
る
中
国
大
連

市
と
の
交
流
30
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
か
ら
交
流
の
機
会
も

増
え
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
こ
の
機
会
に
、
私
と
一
緒

に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

李リ 

瑩エ
イ

さ
ん 

リ
ポ
ー
ト
③ 

中
国
大
連
市 

公
務
研
修
生

『
ゆ
め
づ
く
り
事
業
』を
募
集
し
ま
す

▽
補
助
金
額
　
10
万
円
以
内

●

募
集
期
限
　
４
月
28
日
（
金
）

●

応
募
方
法
　
応
募
用
紙
を
ま
ち

づ
く
り
課
に
提
出

※
応
募
用
紙
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
、

各
町
公
民
館
、
市
民
図
書
館
、
市

民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

に
あ
り
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

●

応
募
・
問
合
先

　
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
（
　
☎
㉓
２
１
１
４
）

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
活

動
を
支
援
す
る
『
伊
万
里
市
21
世

紀
市
民
ゆ
め
づ
く
り
計
画
支
援
事

業
』
に
つ
い
て
、
今
年
度
の
事
業

を
募
集
し
ま
す
。

●

応
募
で
き
る
団
体

　
市
内
で
活
動
す
る
３
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
で
、
う
ち
１
人
は
成

人
で
、
会
員
の
過
半
数
が
市
内

在
住
・
在
勤
の
人
で
構
成
さ
れ

て
い
る
こ
と

●

対
象
事
業

　（
支
援
期
間
・
補
助
金
額
）

①
具
体
的
な
事
業
を
行
う『
ま
ち
づ

く
り
計
画
実
施
事
業
』

▽
支
援
期
間
　
最
長
３
年
間

▽
補
助
金
額
　
50
万
円
以
内

※
３
年
間
の
補
助
金
総
額
は

１
０
０
万
円
以
内

②
ア
イ
デ
ア
や
計
画
を
調
査
・
研

究
す
る
『
ア
イ
デ
ア
立
案
事
業
』

▽
支
援
期
間
　
１
年
間

『
ゆ
め
づ
く
り
事
業
』成
果
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

　
平
成
28
年
度
『
21
世
紀
市
民
ゆ

め
づ
く
り
計
画
支
援
事
業
』
で
採

択
さ
れ
た
６
件
の
事
業
に
つ
い

て
、
実
施
団
体
が
そ
の
成
果
を
発

表
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●

日
　
時

　
４
月
14
日
（
金
）午後

７
時
～
９
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

採
択
事
業
（
報
告
団
体
）

①
地
域
交
流
拠
点
施
設
を
核
と
し
た

高
齢
者
支
援
活
動
事
業
～
地
域

力
創
造
を
目
指
し
た
地
域
ウ
ェ

ル
ネ
ス
拠
点
整
備
の
研
究
～

　（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ

栄
町
地
域
づ
く
り
会
）

②
板
木
法
行
太
鼓
保
存
育
成
事
業

（
板
木
法
行
太
鼓
保
存
会
）

③
伊
万
里
２
９
１
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
新
ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど
の

開
発
事
業
（
伊
万
里
２に

９く

１じ
ゅ
う０

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
）

④
温
故
知
新
　
親
子
で
ふ
る
さ
と

探
検
・
体
験
（
伊
万
里
市
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
）

⑤
和
太
鼓
ふ
れ
あ
い
事
業
（
伊
万

里
太
鼓
の
会
）

⑥
子
育
て
支
援
事
業
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
い
ち
ご
会
）

●

参
加
料
　
無
　
料

●

問
合
先

　
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
（
　
☎
㉓
２
１
１
４
）

↑平成 28 年４月 14 日の報告会の様子
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インフォメーション

　
Ｍ
先
生

　
～
（
Ｍ
先
生
・
追
想
）
私
が

教
員
に
な
っ
て
最
初
の
赴
任
先

は
波
多
津
中
学
校
。
バ
ス
で
通

勤
中
、
あ
る
男
子
小
学
生
に
手

を
挙
げ
て
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す

の
が
日
課
で
し
た
。
翌
年
、
そ

の
少
年
は
波
多
津
中
学
校
に
入

学
し
て
き
ま
し
た
。
社
会
科
の

授
業
中
に
「
砂
漠
を
緑
地
に
し

た
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
え
る

ぞ
」
と
言
っ
た
ら
、
そ
の
少
年

は
目
を
輝
か
せ
て
い
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
顧
問

を
し
て
い
た
野
球
部
に
そ
の
少

年
は
入
部
し
て
き
ま
し
た
。
小

柄
な
が
ら
器
用
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
二
塁
手
に
起
用
し
て
い

ま
し
た
が
、
中
学
３
年
の
中
体

連
の
試
合
中
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト

が
発
生
。
盗
塁
し
て
き
た
一
塁

走
者
と
二
塁
ベ
ー
ス
上
で
交
錯

し
、
倒
れ
た
ま
ま
起
き
上
が
れ

な
い
の
で
す
。
左
足
首
付
近
か

ら
出
血
し
て
い
て
、
す
ぐ
に
近

く
の
病
院
に
運
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
夜
、
少
年
宅
を
訪
問
し
ま

し
た
。
７
針
縫
う
大
け
が
で
す

が
、
少
年
の
祖
母
に
「
先
生
に

野
球
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
証

し
と
な
る
名
誉
の
傷
で
す
」
と

言
わ
れ
て
、
気
持
ち
が
少
し
楽

に
な
り
家
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
時
は
流
れ
、
大
人
に
成
長
し

た
彼
と
再
会
し
酒
を
酌
み
交
わ

す
と
、
左
足
に
は
あ
の
と
き
の

傷
が
く
っ
き
り
と
残
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
傷
の
こ
と
は

何
一
つ
言
わ
ず
、
私
が
授
業
中

に
言
っ
た
「
砂
漠
の
緑
地
化
で

ノ
ー
ベ
ル
賞
」
の
言
葉
が
大
学

農
学
部
に
進
学
す
る
き
っ
か
け

と
な
り
、
目
標
を
持
っ
て
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
笑
っ
て

話
し
て
く
れ
ま
し
た
～

　
こ
の
少
年
は
、
実
は
私
自
身

で
す
。
残
念
な
が
ら
Ｍ
先
生
は

今
年
２
月
に
他
界
さ
れ
ま
し
た

が
、
少
年
時
代
に
与
え
る
先
生

の
影
響
の
大
き
さ
は
、
そ
の
人

の
一
生
を
左
右
す
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
異

動
の
季
節
。
ど
ん
な
先
生
と
巡

り
合
う
の
か
楽
し
み
な
新
学
期

が
始
ま
り
ま
す
。
今
も
時
代
を

超
え
て
こ
の
よ
う
な
光
景
が
変

わ
ら
な
い
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

市長雑感

伊万里市長

塚部 芳和

↑黒川小学校の図書室に設けられ
た『金子和枝文庫』（仮設）

図
書
購
入
費
寄
付
の
金
子
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈

　
金
子
和か

つ

し

斗
志
さ
ん
（
中
井
樋
・

ア
イ
・
ケ
イ
・
ケ
イ
株
式
会
社
代

表
取
締
役
社
長
）
が
、
小
・
中
学

校
の
図
書
購
入
費
用
と
し
て
、
２

月
17
日
、
２
３
０
０
万
円
を
市
に

寄
付
し
ま
し
た
。
昨
年
亡
く
な
っ

た
母
・
和
枝
さ
ん
の
思
い
を
受
け

継
い
だ
も
の
で
、
平
成
29
年
度
、

各
校
に
『
金
子
和
枝
文
庫
』
が
開

設
さ
れ
ま
す
。
金
子
さ
ん
は
、
こ

れ
ま
で
に
も
２
回
本
を
贈
っ
て
い

ま
す
が
、
今
回
は
、
子
ど
も
た
ち

が
読
み
た
い
本
を
学
校
で
選
ん
で

購
入
し
て
も
ら
お
う
と
寄
付
し
た

も
の
で
す
。

　
多
額
の
寄
付
に
対
し
て
、
塚
部

芳
和
市
長
は
、
３
月
８
日
、
和
枝

さ
ん
の
母
校
で
あ
る
黒
川
小
学
校

で
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
金
子

さ
ん
は
、「
母
も
恥
ず
か
し
が
り
な

が
ら
も
喜
ん
で
い
る
と
思
う
。
子

ど
も
は
地
域
の
宝
。
た
く
さ
ん
読

ん
で
光
り
輝
い
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

金子さん（中央）に感謝状を贈る
塚部市長。右は妻の金子晴美さん

↑式には卒園者や地域の住民などが大勢
　駆けつけ、思い出の園舎と記念撮影

　
３
月
19
日
、
波
多
津
東
幼
稚
園

で
閉
園
式
と
思
い
出
を
語
る
会
が

あ
り
、
昭
和
43
年
の
開
園
以
来
48

年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

閉
園
式
で
松
本
眞
理
子
園
長
は
、

「
長
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
地
域

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
思
い
出
を
語
る
会
で
は
、
園
児

に
よ
る
お
別
れ
の
言
葉
や
、
開
園

か
ら
閉
園
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返

る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
ほ
か
、
園

児
、
保
護
者
、
卒
園
児
な
ど
が
歌

や
ダ
ン
ス
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

波
多
津
東
幼
稚
園
と
波
多
津
小
学
校
・
波
多
津
東
小
学
校
が
長
年
の
歴
史
に
幕

　
ま
た
、
３
月
25
日
、
学
校
統
合

に
よ
り
閉
校
す
る
波
多
津
小
学
校

と
波
多
津
東
小
学
校
で
、
閉
校
式

が
あ
り
ま
し
た
。
両
校
で
は
、
閉

校
式
に
併
せ
て
記
念
行
事
を
開

催
。
児
童
に
よ
る
一
輪
車
の
ダ
ン

ス
や
合
唱
、
音
楽
劇
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
学
校
統
合
に
伴

い
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
波
多
津

東
小
学
校
の
校
舎
で
、新
し
く
『
波

多
津
小
学
校
』
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
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